
情報・システム研究機構 経営協議会（令和２年度第６回）議事要旨 
 

日 時： 令和３年３月１７日（水）１０：００～１２：００ 

形 式： Web会議 

出席者：安宅和人委員、五十嵐道子委員、國井秀子委員、須江雅彦委員、長谷川眞理子委

員、古谷研委員、安浦寛人委員、藤井良一委員（議長）、津田敏隆委員、喜連川優

委員、椿広計委員、坂口広志委員、中村卓司委員、花岡文雄委員 

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ：吉武博通監事、門田隆太郎監事 

陪席者：本部事務局・研究所事務担当者 

 

○議事に先立ち、前回議事要旨（令和２年度第５回）の確認が行われた。 

 

議 題： 

 

【審議事項】 

（１） 情報・システム研究機構組織運営規則の一部改正 

 坂口委員より資料１－１～１－５に基づき説明があり、審議の結果、原案のとおり了承

され、役員会にて審議することとした。また、会議後の軽微な修正について機構長に一任

することが了承された。 

 

＜意見概要＞ 

●「情報・システム」研究機構として、事務の統合化、デジタル化などによって効率化を

図ることを、他機関に先駆けてぜひやってほしい。 

 →第４期の課題としても取り組んでいきたい。 

 

●情報研の「安全・安心・健康社会研究センター」について、人文社会系の学者とも積極

的に議論するような構成で進めてほしい。 

 →今後、前向きに検討していく。 

 

●本部事務局立川共通事務部の組織改編について、今回のような集中から分散という改編

は試行していくと同時に、人員増強についても課題として取り組むべきではないか。また、

評価体系についても中長期的に見直していくべきである。 

 →今後、議論を進め検討していく。 

 

 

（２） ２０２１年度予算編成方針 

 坂口委員より資料２に基づき説明があり、審議の結果、了承され、役員会にて審議する

こととした。また、会議後の軽微な修正について機構長に一任することが了承された。 



（３） ２０２１年度重点支援及び共通指標に基づく配分に係る予算配分 

 坂口委員より資料３に基づき説明があり、審議の結果、了承され、役員会にて審議する

こととした。また、会議後の軽微な修正について機構長に一任することが了承された。 

 

（４） ２０２１年度機構内予算配分 

 坂口委員より資料４－１～４－４に基づき説明があり、審議の結果、了承され、役員会

にて審議することとした。また、会議後の軽微な修正について機構長に一任することが了

承された。 

 

（５） 令和３年度計画 

 津田委員より資料５－１，５－２に基づき説明があり、審議の結果、了承され、役員会

にて審議することとした。また、会議後の軽微な修正について機構長に一任することが了

承された。 

 

 

【報告事項】 

（１） 来年度の役員等の体制 

 議長より資料６に基づき、来年度の役員等の体制について報告された。なお、戦略企画

本部副本部長（研究力強化担当）については、調整中である旨が情報共有された。 

 

（２） ２０２１年度国立大学法人運営費交付金等予定額の伝達等 

 坂口委員より資料７－１～７－３に基づき、２０２１年度国立大学法人運営費交付金等

予定額の伝達について報告された。 

 

（３） 第３期国立大学法人等教育研究評価に係るヒアリングの実施 

 津田委員より資料８－１～８－４に基づき、６月に文部科学省に提出する旨が報告され

た。 

 

（４） 第４期中期目標・中期計画の検討 

 津田委員より資料９－１～９－５に基づき、第４期中期目標・中期計画の検討状況につ

いて報告された。 

 

＜意見概要＞ 

●社会との関わりの部分（「若手、女性、外国人（研究者の多様性）」や「地域連携・地方

創生への貢献」）は選択しないのか。また、前文における、社会との連携に係る記載につ

いて、もう少し積極的な表現にしてほしい。 

 →項目数に制限があるため、選択から外れたが、政策を取らないわけではない。また、

指摘された点は前文に取り入れたい。 



●６年後にどう変わっているか、before と after の明示的な対比を示した方がよいので

はないか。 

 →今回は示すことができなかったが、評価指標では現状と目標を記載することになるた

め、分析を進めたうえで、６月に報告する。 

 

●人材の育成や獲得、多様性の面で日本は非常に遅れており、何とかしないと研究基盤も

良くならない。特に多様性は重要で、女性や研究者の多様性についてもプレゼンスを高め

るような内容を検討して頂きたい。多様な研究者が集まるグローバルな機構であってほし

い。 

→タイバーシティやインクルージョンといった観点を盛り込みたい。 

 

●イノベーションの研究面での拠点としてリーダーシップを発揮するというレベルのこ

とを、社会科学者との連携が見えるようにして記載するとよい。 

 →検討していく。 

 

 

 

【そ の 他】 

 

 

 

 

以上 

 

 

 

≪配付資料≫ 

・令和２年度第５回議事要旨 

・【資料１－１】組織運営規則の改正について 

・【資料１－２】立川共通事務部の改組（案） 

・【資料１－３】研究センターの設置及び廃止について 

・【資料１－４】（新旧対照表）組織運営規則（案） 

・【資料１－５】情報・システム研究機構組織運営規則（改正案） 

・【資料 ２ 】２０２１年度予算編成方針（案） 

・【資料 ３ 】２０２１年度重点支援及び共通指標に基づく配分額に係る予算配分（案） 

・【資料４－１】２０２１年度機構内予算配分（案）について 

・【資料４－２】２０２１年度大学共同利用機関運営費予算配分の概要（案） 

・【資料４－３】２０２１年度機能強化経費予算配分の概要（案） 



・【資料４－４】２０２１年度特殊要因経費予算配分の概要（案） 

・【資料５－１】令和３年度計画（案）について 

・【資料５－２】令和３年度大学共同利用機関法人情報・システム研究機構年度計画 

・【資料 ６ 】来年度の役員等一覧 

・【資料７－１】２０２１年度運営費交付金等予算の状況 

・【資料７－２】２０２１年度成果を中心とする実績状況に基づく配分額の説明 

・【資料７－３】２０２１年度機能強化経費等の状況 

・【資料８－１】第３期国立大学法人等教育研究評価に係るヒアリングについて 

・【資料８－２】情報・システム研究機構＿確認事項 

・【資料８－３】中期目標の達成状況報告書 

・【資料８－４】（別添資料）達成状況報告書 

・【資料９－１】中期目標・中期計画検討 WGの検討状況について 

・【資料９－２】第４期中期目標前文（案） 

・【資料９－３】第４期中期計画整理表 

・【資料９－４】第４期中期目標・中期計画（構成素案）（Ⅰ） 

・【資料９－５】第４期中期目標・中期計画（構成素案）（Ⅱ～Ⅴ） 


